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Fermi-LATパルサー方向のチベット空気シャワー観測装置によるTeVガン
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我々は、中国 チベット自治区 羊八井 (標高 4300m)に空気シャワー観測装置を設置し、数TeV以上の宇宙ガン
マ線及び原子核宇宙線を連続観測している。同エネルギー領域を高分解能・高感度で観測するチェレンコフ望遠
鏡とは相補的に、この観測装置の特徴は、広視野で昼夜を問わず連続観測することで北天領域の TeVガンマ線源
を無バイアスに探索が可能で、特に広がった源に対して感度が高いことである。
2009年 2月に、Fermi衛星・LAT検出器の 3ヶ月間の観測によって、100MeV以上のガンマ線天体の”Bright

Source List”が公開された。我々は、チベット空気シャワー観測装置のデータを用いて、我々の観測視野内にある
27個の銀河系内 Fermi-LATガンマ線天体からの定常的な TeVガンマ線放射の探索を行った。その結果、この 27
天体の内、7方向から 2σ以上の有意性でTeVガンマ線イベントの超過が見られた。このような事象が偶然に起こ
る確率はポワソン分布を仮定すると 3.8×10−6と極めて低く、Fermi-LATガンマ線天体と TeVガンマ線源が強く
関連していることを意味する。さらに興味深いのは 7方向すべてがパルサー方向であり、その内の 6方向は、米
国のMilagro 実験で観測されたガンマ線源 (約 35TeV)とも一致していることである。これらのパルサーには新し
く Fermi-LATが発見したものも含まれる。本講演では、以上の解析の詳細について発表する。


